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作成日 令和      年      月      日３年　１０月　２４日

【事業所概要（事業所記入）】

※  事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

【事業所が特に力を入れている点，アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

ＩＧＬグループホーム西風新都では、利用者様お一人おひとりの尊厳を守り、その人らしい生活
を支えるケアを実践することで、充実した、寂しさや不安を感じない、楽しみのある生活が送ら
れるよう支援しています。地域密着型施設として、フットワーク軽く地域行事に参加をしていま
したが、新型コロナウイルスの感染防止のため、地域交流・家族との時間作りが難しくなる中、
利用者とご家族の関係が希薄にならないように写真やメール・アイパット面会などの活用をして
います。認知症ケアにチームで取り組み、職員同士がお互いに思いや考えを発信しやすい環境を
作ることで、より良いケアを提供できるように努めていきます。

コロナ禍による自粛はあるが、最近の特徴的な取組みとして第一に「馴染みの人や場との関係継
続の支援」に深化が見られる。即ち事業所では面会制限下の中、基本的には家族との電話連絡を
介した関係継続となっているが、ビデオメッセージ・メール・ズーム・ベランダ越し面会等、多
彩な方法で支援をしている。５ｍの近距離面会で百寿の祝いに花を持ってきた娘に利用者が気付
いて「こんなに太ってなかった」と言いながらもマスクを外して近づいてきたが、「来てはだ
め」と感染を気遣う娘の姿もあった。第二に「本人と共に過ごし支えあう関係」に深化が見られ
る。即ち利用者の理解できない所で生活空間が狭まっているが、それに対し季節行事に工夫を凝
らし、敬老会では職員は催し物の組体操で体を張り、リコーダー演奏では利用者に振り付けを覚
えてもらい、合唱とのコラボレーション（双方の楽しみ作り）に繋がった。

基本情報リンク先ＵＲＬ
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_

kani=true&JigyosyoCd=3490200338-00&ServiceCd=320&Type=search

自己評価作成日 令和3年9月29日

所在地

評価結果市町受理日

3490200338

〒731-3167
広島市安佐南区大塚西２丁目5-8
（電話）082-848-3313（代表）
　　　　082-848-3373（直通）

IGLグループホーム西風新都

事業所番号

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

令和3年10月15日

社会福祉法人IGL学園福祉会法人名

事業所名
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

広島市に自施設で行っている運営推進
会議録を送付し、施設運営状況の情報
提供を行っている。コロナ感染対策下
ではあるが、市町の研修（認知症リー
ダー研修など）には積極的に参加し、
スタッフの質の向上に努めている。

コロナ禍以前は地域包括支援センター
職員が運営推進会議に参加して情報共
有していた。現在は市町担当者に運営
推進会議資料を送信して情報共有をし
ている。市町担当者とは日頃から相談
や報告を行い、行政主催の虐待・集団
指導等の研修会への参加を通して協力
関係の構築を図っている。

町内会に加入し、地域の行事への積極
的な参加、職場体験、夏祭りの開催な
どで地域交流を行ってきたが、新型コ
ロナウイルス感染対策のためにすべて
延期・中止となる。感染対応を最優先
して、電話での連絡などを取ってい
る。

現在はコロナ禍により季節ドライブ以
外は自粛中だが、本来は町内会に加入
し地域行事や近隣施設との合同風船バ
レー大会等にも参加していた。系列事
業所の夏祭り等に地域住民やボラン
ティアを受け入れる相互交流や地域の
秋祭り・隣接こども園等で子ども達と
世代間交流もあった。

例年、近隣施設・地域の民生委員・関
連している訪問看護・地域の社協・ご
家族・利用者を対象に開催していた
が、新型コロナウイルス感染対策が最
優先となり、施設内開催となってい
る。会議記録をファックスで送信して
共有した。

会議は現在コロナ禍により開催自粛と
なっているが、本来は小規模多機能型
居宅介護と合同で定期的に開催され、
利用者・家族・地域住民・地域包括支
援センター職員等が参加している。会
議では事業所の活動報告等が行われ、
参加他事業所の意見を事業所運営に活
用している。

本来、多様な参加者があり活発な議論
がなされていたが、コロナ禍の会議で
は近隣施設に書面による情報発信はあ
るが意見照会等はない。他の参加予定
者とは情報共有が不十分で、事業所運
営に関する情報の共有、意見聴取の仕
組み作り等、コロナ禍における会議運
営の再検討を期待したい。

地域に対しての、認知症理解・支援を
お伝えする機会が、コロナ感染対策最
優先のため、開催できず皆無であっ
た。

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

各部署の担当職員が交替で毎朝職員手
帳を唱和し、法人理念の意識付けを
図っている。又、事業所の職業倫理研
修で毎年ケア目標を策定し、その実践
を理念の達成に繋ぐべく、事業所の基
本方針に対する職員意見を記載させ
て、施設長補佐が各職員に返事を書き
気づきを促している。

ＩＧＬの理念は、「隣人愛」、当グ
ループホームの理念は「お一人お一人
の思いを尊重し個人の能力に応じてそ
の人らしい生活が送れるように支援し
ます。」です。ＩＧＬ全体・事業所内
での職業倫理研修、朝礼でのコンセプ
トブックの読み合わせ、ケアミーティ
ングなどで理解を深める働きかけを
行っている。

自己
評価

外部
評価

1 1
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2 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

「運営規定」「重要事項説明書」に基
づき契約時の説明を行っている。電話
やメールを使い、疑問・要望には即返
答するようにしているとともに、感染
対策のために新たに加わった制限など
も、理解して頂けるように説明を行っ
ている。たくさんご家族に話してもら
う事、聞きやすい雰囲気を作り、即対
応することをモットーにしている。

御家族に対しては、契約・面談・電話を受
けた時には、「聞きたいことはありません
か？」と常に一言説明を加えるようにし、
家族が言葉を発しやすい雰囲気を作るなど
を心掛けている。意見の内容に対しては、
必ず対応し結果を報告している。面会がで
きない分、家族と入居者のビデオレターや
ズームでの面会、離れた場所で姿を見てい
ただくなどの取り組みを行い生活の様子を
伝えている。

家族とは面会・介護計画更新時等で意
見・要望を把握し、職員とは連絡ノー
ト・ケア会議他で情報共有をしてい
る。現在はコロナ禍で面会自粛だが、
家族と連絡をとり迅速な対応に努めて
いる。家族の要望によりオンライン面
会・ビデオレターや事業所での遠目の
面会を実現した例がある。

２ヶ月に１回、身体拘束についての勉
強会を行い、基本知識の理解と、様々
な事象について身体拘束の観点での考
察を行っている。リスクを鑑みた観点
での対応は、家族に相談報告を行い、
十分に説明・理解を得るようにし、何
よりも入居者へのかかわり方を工夫
し、身体拘束しないケアの実践を意識
している。玄関施錠はしていない。

研修会等を通して職員は「拘束をしな
い」必要性を認識し具体的なケアの中
で実践を重ねている。身体拘束廃止委
員会等にて定期的な検証を行ってい
る。４階事業所のエレベーター利用は
見守り対応だが、居室では夜間セン
サーマットを設置し、対応する場合も
ある。

虐待防止法に関しては、定期的に勉強
会を開催している。ＩＧＬ全体研修・
施設内研修での虐待防止に関する資料
を必ず読み合わせを行い、スタッフ各
人の感じたことを文書提出している。
日ごろのケアの中でのグレーゾーンに
ついて意識し、些細なことも相談・周
知・家族への報告を行っている。

認知症高齢者の人権を守るケアを、自
分たちが実践するために、必要な考え
方や倫理観について学ぶ機会を設けて
いる。人権擁護に関する制度（自立支
援事業・成年後見制度）について学ぶ
とともに、必要に応じ社会福祉士に相
談を行っている。入居者一人ひとりの
尊厳とは何か？尊厳が守られているの
か？を問いながらケアを行っている。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

定期的なケア会議・リーダー会議・毎
日の申し送り等の他、随時の個別面談
を通して管理者は職員の意見を聞く機
会を設け、介護方法・業務上の提案等
に対する支援体制を採っている。職員
の提案によりポジショニングクッショ
ンの導入により適正な座位姿勢の獲得
に繋げた経緯がある。

月２回のリーダー会議を行い、職員一
人一人の勤務状況や問題点などを話し
合っている。職員個人の事情に配慮し
たり、それぞれの能力を発揮して仕事
ができる様に努めている。職員同士の
関係性を良好に保てるように介入する
こともある。向上心・やりがいのある
職場作りを意識して関わるようにして
いる。

新任職員については、指導者を決めて
いるが、管理者と一体になって「みん
なで育てる」をモットーに情報交換を
行いながら、できるを伸ばす指導を心
がけている。職員の力量に合わせた指
導方法を、指導者が模索することを奨
励している。

月１回のケアミーティングやユニット
会議の際に意見を求め・改善策を提示
するようにしている。職員の面接を適
宜行うことで、運営に関する意見要望
を引き出すようにしている。何より
も、平素の人間関係を大切にしてかか
わっている。

新型コロナウイルス感染症の対策のた
め、同業者との情報交換・交流は直接
には不可能な状況である。必要に応じ
て、メールや電話でのやり取りとなっ
ている。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

新規ご利用開始の際には、人的物的環
境に慣れていただく事、入居者がさみ
しさや、取り残された気分や、不安に
ならないことを目標にし、親切で優し
い対応、本人のペースに沿った生活、
自分らしく過ごせる雰囲気作りを最優
先している。積極的に御家族とも情報
交換を行い協力を得ている。

12

14

15

13

11 7
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

職員は家族には成り代われない。コロ
ナ下ではあるが、御家族は「会えない
ので顔を忘れてしまうのではないか」
と不安を口にされることが多い。ご家
族の話題での会話、写真、ビデオレ
ター、遠目の面会などを取り入れ家族
との連絡を密にし、入居者との関係性
が希薄にならないようにする。

誰にとっても、大切な場所や人がい
る。既に存在しなくなっている場合も
ある。コロナ感染対策の為に、面会で
きない状況が続く中、少しでも家族や
なじみの場所との関係性が続くよう
に、工夫をしている。手紙や贈り物が
届いた場合には、電話で会話をするな
ど行っている。

「気軽に訪問できる事業所作り」「地
域との絆」を大事にしているが、現在
はコロナ禍による面会制限中のため、
ズーム面会・ビデオレターや差し入れ
持参の際に事業所で遠目の面会や手紙
に対しお礼の電話等、利用者・家族の
気持ちに寄り添った支援に努めてい
る。

18

19

20 8

16

17

利用開始時に、御家族の心境を把握
し、困惑している所、不安・不明確な
点を解決するとともに、十分に話を聞
き、入居者との関係性を理解すること
で、何でも相談でき、言える関係を作
り、信頼関係を結ぶ。家族の話を遮ら
ないで聞くことを徹底して行い、気持
ちを感じ、伝えるようにしている。

御利用者を、１人の生活者としてとら
え、日々の暮らしが入居者の暮らしと
して時間が流れるように、ともに日常
生活の様々な事（洗濯・掃除・洗い
物・散歩・衣類のかたずけ・趣味の時
間）を行い、満足感が味わえる環境に
する。

利用開始、初期に必要なサービスは
様々であるが、グループホーム入居で
は、他のサービス利用では、医療に関
する事、福祉用具に関する事などがあ
げられる。初期の段階ではできる限り
情報収取に努めアセスメントを行い健
康状態・ＡＤＬの維持向上など、本
人・ご家族の希望されるサービスに対
応できるよう努めている。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

ライフスタイルヒストリーをもとに、
本人・家族の若い頃の写真や、普段の
お話から生活歴を知り、ご本人と会話
の中で経歴やそれに対する本人の感情
を知るとともに、職員同士で情報共有
を行っている。

一人一人の体調やＡＤＬ、嗜好や生活
習慣を把握して、その人らしくマイ
ペースでの生活を送っていただけるよ
うに対応する。

契約終了後も挨拶状を送ったり、写真
を送ったりしている。家族からも現状
の経過、電話等があり、施設を離れて
も関係作りは大切にしている。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

お一人お一人の人生を、出来るだけご
本人御家族から教えてもらい、本人の
希望や意向を把握するようにしてい
る。ご本人の考え方や、経歴から今ど
のように過ごしたいのかを想像して、
チームで共有し、ケアに生かすように
する。職員ではなく、本人だったらど
う考えるかを問い合うようにしてい
る。

利用者毎に担当者を決め、その方に深
く関わりを持つことで思いを汲み取り
介護計画に反映する等、思いの共有に
努めている。歩けなくなったらお終い
という不安から歩行に過度の拘りを持
つ利用者が少しでも休める様、他の余
暇活動や作業に携わる事で思いに寄り
添うよう努めている。

フロア内での利用者様の関係作りは
日々行っている。会話が弾み楽しそう
に笑いが起きる場面や、唱歌や童謡を
誰ともなく歌われ大合唱になることも
ある。スタッフが、コミュニケーショ
ンを図りながら雰囲気作りを行ってい
る。

23 9

24

25

21
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

かかりつけ選びは、御利用者の意思を
尊重して行っている。１８名の利用者
で、６か所のクリニックにかかってお
られる。往診での診療が多いが、緊急
時の連絡は取れるようになっており、
体調不良時の相談に応じてもらってい
る。

利用前の主治医の受診継続も可能だ
が、協力医を含め、近隣医６か所を主
治医としている。協力医・協力歯科医
等から月２回他、適宜往診もある。専
門医の受診は家族の協力も得ながら行
われている。系列訪問看護からも利用
者の健康管理について適宜協力・支援
を受けている。

個別記録には、生活の様子や、体調な
どが把握できるように記録している。
変化があった場合や介護方法の変更な
どは、記録で共有できるようにしてい
る。チームで共通の記録を行い、統一
したケアを心がけている。毎月、計画
の実践を評価しモニタリングを共有し
ている。

感染対策が最優先での、施設生活の中
２ユニット間の行き来は行えている。
家族支援が一番難しくなっている現状
を踏まえて面会方法の工夫や、感染対
策下での外出・会食など取り組んでい
る。

新型コロナ感染症対策を最優先として
施設サービスを行わざるを得ない状況
であり、地域資源との協働は難しい状
況であるが、新緑ドライブ・花見・気
分転換ドライブ・散歩では施設外で季
節を感じリラックスするようにしてい
る。

利用者のニーズに合わせて、本人・家
族・スタッフ間で意見交換・情報交換
を行いながら、利用者らしい生活を支
援できるように介護計画を作成してい
る。毎月担当職員がケアプランのモニ
タリングを行いケアの方向性を示し共
有している。

介護計画原案を毎月のケア会議で検討
し、電話連絡等で家族の同意を得て本
案としている。計画作成担当者が毎月
のモニタリングを集約し半年を基本に
計画を見直している。働き者だった利
用者の家事への拘りを損なうことのな
い様に主体的な役割作りに繋がる立案
に努めている。

27

30 11

28

29

26 10
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

地域との「災害時協力体制」を締結し
協力体制を整えている。消防訓練は年
２回行っている。災害時の備品・食料
の点検や、連絡網の確認などを定期的
に行っている。

階下系列事業所と合同で年２回の避難
訓練を夜間を想定し、利用者も参加し
て実施している。ハザードマップでは
非該当地域だが、地域の自主防災会等
と防災対策連絡協議会を立ち上げ協定
の締結等、協力体制を築いている。日
頃の避難経路や災害に備えた備蓄の整
備にも努めている。

35 13

重度化・終末期における対応の希望や
考えを御家族から情報を早めに得るよ
うにしている。普段の御家族との関係
をより良いものにし、家族の希望を知
り当施設でできる介護を十分に説明理
解を得るように心がけている。

要望があれば看取りを行う方針であ
る。契約時に「看取りに関する指針」
を説明・了解を得ている。重度化した
際は家族・医師・訪問看護師等で話し
合いを行い病院・施設との連携も含
め、指針に基づき適切な支援を行う方
針である。マニュアルも整備され過去
に看取り経験もある。

急変、誤嚥窒息、転倒転落に加え新型
コロナ感染症感染対策などの研修を開
催している。参加できない場合には、
読み合わせや、感想を述べ合うことで
理解を深めている。

週１回の訪問看護を受けている。日々
のバイタル測定は看護師が行うことが
多い。新型コロナ感染症の蔓延もあり
酸素濃度測定も行っている。介護と看
護の連携により、皮膚剥離の処置・ポ
ジショニングなどが行えている。

体調変化時の病院連絡・ご家族対応を
行っている。入院時の情報提供、病院
のソーシャルワーカーと連携し退院日
の決定・状態確認・受け入れ準備を
行っている。家族とともに、情報共有
をした上で早期退院できるようにして
いる。その際、家族の病状理解への助
言や退院後の施設生活のイメージ、不
安緩和に努めている。

33 12

31

34

32
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

朝の整容・整髪時にお化粧をされる方
もおられるので対応している。理美容
サービスを入れ、白髪染めやパーマを
定期的に行っている。また、衣類の選
択は本人の意向を尊重するようにして
いる。髭剃りも毎日行うようにしてい
る。

食事は、人にとって最も身近な楽しみ
と言える。また、準備や片付けに関わ
るのも役割を果たしたり、役に立つと
いう実感を持てるチャンスであるの
で、毎回茶わんふきなどを利用者と一
緒に行うようにしている。季節や行事
に応じた食事、誕生日のケーキ、季節
の果物などを楽しむようにしている。

法人管理栄養士の献立により施設厨房
で調理された副食が届き、職員が仕上
げて主食と汁物を添えて提供してい
る。利用者は屋上で午後喫茶を楽しん
だり、後片付け等、役割に応じた手伝
いもしている。利用者によりポジショ
ニングクッション等で食事姿勢を整え
ることもある。

利用者は、名字に○○さんと呼ぶ。あだ
名やちゃんずけでは呼ばないように徹底
する。排泄介助時には、ドアを必ず閉め
ておく。入室時にはノック、本人に断っ
て入室するなどを行う。不安な訴えや記
憶錯誤などにも否定や指摘ではなく、傾
聴の姿勢を常に持ち優しく親切に対応す
るようにして尊厳を傷つけない対応をす
る。

研修で職員の幅広い知識の習得と資質向
上を図る体制もある。尊厳に配慮してケ
アに関わり、利用者への対応も不適切な
事例には指導や気づきを促すが、職員間
で話しやすい雰囲気もある。個人情報に
ついても会報誌への掲載や申し送りの際
に居室番号や指差しで匿名化する等、配
慮をしている。

ささやかな事であっても、ご本人の気
持や希望を表出できるような問いかけ
や関係の構築をするように注意してい
る。職員主導で時間が流れないよう
に、配慮する。日々のケアの中で、利
用者の希望の表出ができる様な声かけ
について、ミーティングで話し合いを
持っている。

職員は、利用者全員の様子を把握しな
がら、一人一人との関わりを持つよう
にしている。しっかり話を聞いたり、
楽しい会話をしたりすることで、その
人らしさが出せるものである。入浴は
個別対応となるので、ゆっくりと話を
聞いている。業務優先ではなく、手を
止めて利用者の言葉に耳を傾けるよう
にしている。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

39

40 15

36 14

37
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

状態により、個浴・機械浴を選択して
いる。入浴は最高のリラックスタイム
になる、職員とも個別でのかかわりを
ゆっくり持てる時間にもなっている。
入浴に拒否的な方には、なじみの関係
作りや複数人でのかかわりの持ち方な
どの工夫をしている。

週２回の午後浴が基本だが、利用者の
体調や入浴習慣に合わせ好みの湯温や
時間等、柔軟に対応している。半埋め
込み式家庭浴槽に手すり等の環境整備
の他、事業所浴槽で入浴困難な方には
併設事業所の機械浴での対応も可能で
ある。入浴を大事なコミュニケーショ
ン空間と捉えている。

食後の口腔衛生・ケアを行い、問題が
生じた場合には歯科に相談を行ってい
る。義歯管理や口腔内の観察を習慣的
に行っている。口臭がきつい方は、主
治医に相談したこともある。

排泄は一人一人チェックを行ってい
る。排泄行為時の転倒予防や安全確保
には十分に配慮し環境を整えている。
介護５の方も、ポータブルトイレを使
用し座っての排便を行っている。排泄
パターンを知り、排泄行動の転倒リス
クを低減したことで、リハパンから布
パンツに移行できたケースがあった。
排泄習慣を把握し、自立支援を行って
いる。

排泄管理表でパターンを把握しトイレ
誘導を基本としている。退院時の紙お
むつから布パンツへの移行例等、状態
像に合わせた自立支援を行っている。
各居室にはトイレが設置され、夜間排
泄時の転倒防止の為、床センサーマッ
トを設置する場合もある。

個々の排便習慣を知り、体を動かすこ
とや、水分・乳製品の摂取・食事の工
夫などを行っている。看護師による腸
蠕動確認や直腸内の便の確認を行い対
応している。

食事量のチェックは全員行っている。
必要に応じて、体重測定、細かな摂取
量の把握、水分摂取量把握を行ってい
る。貧血・栄養状態を見ながら、栄養
補助食品、嚥下障害に対応した食事内
容などを工夫し、楽しむ食事、栄養満
点の食事を用意している。

43 16

45

41

17

42

44
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

日々の生活リズムを整え、役割を持っ
てもらうようにしている。（洗濯も
の、食器など）誕生会、花見ドライ
ブ、息抜き散歩・ドライブ、敬老会な
どお楽しみはその日だけでなく準備段
階から、利用者を巻き込んでワクワク
してもら得るように工夫をしている。

日常的な外出は、新型コロナ感染対策
下では難しいが、敷地内で戸外を歩い
たりして気分転換を図っている。

以前は地域行事等にも参加していた
が、コロナ禍で外出は当面の間自粛を
している。天候が良ければ駐車場への
息抜き散歩や季節行事としてお花見・
紅葉狩りドライブを行い、普段は行け
ないような場所で利用者も「来年も来
れるかのう」と期待しながら「非日
常」を楽しんでいる。

現在は、新型コロナ感染対策のため、
御家族との外出、職員との買い物など
は一切行っていない。ワクチン接種も
済み、コロナ対策が緩和されたら行い
たいと思う。

一人一人の年齢・体調・精神状態に合
わせて、休息を取ってもらうようにし
ている。夜間の覚醒には、お付き合い
をして、気持ちよく再入眠できるよう
に関わっている。睡眠パターンを知
り、共有しケアに生かしている。

内服薬の内容、使用目的などを共有す
るようにしている。不穏や不安には薬
に頼るだけでなく、対応を検討する。
浮腫や高血圧、徐脈など主治医と連絡
を取り情報提供しながら内服薬のコン
トロールを行い、体調を整える。服薬
ミスが無いように、ルール化して確認
を怠らない介助を行っている。

46

48

49 18

50

47
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

居室の家具は持ち込んで頂き慣れ親し
んだものを使ってもらっている。家族
の写真などを置いたり、自分の習字な
どの作品を飾っている方もある。転倒
リスクが最低限となり、ご本人が安心
できる空間を提供できる様にしてい
る。

居室にはベッド・専用トイレ・洗面所
が備え付けられ、テレビ等、使い慣れ
た物やアルバム等、好みの物を持ち込
み居心地よく過ごせる様にしている。
各ユニットに和室もあり多様な生活空
間となっている。

施設内はバリアフリーでで、ベットや
家具・椅子などのレイアウトは自由に
決める事が出来るようにしてある。利
用者の身体状況に応じた快適な空間作
りを行う。居室内では、自分なりに自
由に過ごしていただくようにしてい
る。

新型コロナ感染対策のため、面会が一
切できず、外出もままならない日々で
ある。電話やビデオレター、などを使
い御家族との交流を行っている。差し
入れを持ってこられた時に、離れた距
離で姿を見ていただくなども行って、
顔を見てもらう機会を作っている。

明るくなったらカーテンを開け、ご自
身で天気が確認できるようにしてい
る。午前中の日差しを使って日向ぼっ
こを取り入れている。季節の花（アジ
サイ・彼岸花・カーネーション）を飾
ることで季節感を出している。カウン
ターを使ってお茶をしたり、ソファを
置いて休憩できるようにしている。

事業所は建物の４階で眺望や採光に恵
まれ、窓越しにある回廊式のベランダ
からも四季の移ろいがわかるようにし
ている。リビング内も活けた花や正
月・七夕等、行事の飾り付けで季節が
感じられるよう工夫している。又、利
用者にもマスクの着用を習慣づけ、感
染症対策で消毒や換気等にも万全を期
している。

共用空間での、テーブルの配置で、仲
のいい方が談笑できるように、また、
トラブルが発生しにくくなるように工
夫をしている。カウンターやソファー
など遠慮なく利用してもらえるように
声をかけている。

54 20
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55

52 19

53
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✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんどいない

ん。；うｙ６

②利用者の３分の２くらいが

Ⅴ  アウトカム項目（エーデルワイス） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

②利用者の３分の２くらいが

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

③利用者の３分の１くらいが



✓

✓

✓

✓

✓

66 職員は，活き活きと働けている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

65

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

③たまに

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが



項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

自己
評価

外部
評価

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

1 1

ＩＧＬの理念は、「隣人愛」、当グ
ループホームの理念は「お一人お一人
の思いを尊重し個人の能力に応じてそ
の人らしい生活が送れるように支援し
ます。」です。ＩＧＬ全体・事業所内
での職業倫理研修、朝礼でのコンセプ
トブックの読み合わせ、ケアミーティ
ングなどで理解を深める働きかけを
行っている。

2 2

町内会に加入し、地域の行事への積極
的な参加、職場体験、夏祭りの開催な
どで地域交流を行ってきたが、新型コ
ロナウイルス感染対策のためにすべて
延期・中止となる。感染対応を最優先
して、電話での連絡などを取ってい
る。

3

地域に対しての、認知症理解・支援を
お伝えする機会が、コロナ感染対策最
優先のため、開催できず皆無であっ
た。

4 3

例年、近隣施設・地域の民生委員・関
連している訪問看護・地域の社協・ご
家族・利用者を対象に開催していた
が、新型コロナウイルス感染対策が最
優先となり、施設内開催となってい
る。会議記録をファックスで送信して
共有した。

5 4

広島市に自施設で行っている運営推進
会議録を送付し、施設運営状況の情報
提供を行っている。コロナ感染対策下
ではあるが、市町の研修（認知症リー
ダー研修など）には積極的に参加し、
スタッフの質の向上に努めている。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

6 5

２ヶ月に１回、身体拘束についての勉
強会を行い、基本知識の理解と、様々
な事象について身体拘束の観点での考
察を行っている。リスクを鑑みた観点
での対応は、家族に相談報告を行い、
十分に説明・理解を得るようにし、何
よりも入居者へのかかわり方の工夫
し、身体拘束しないケアの実践を意識
している。玄関施錠はしていない。

7

虐待防止法に関しては、定期的に勉強
会を開催している。ＩＧＬ全体研修・
施設内研修での虐待防止に関する資料
を必ず読み合わせを行い、スタッフ各
人の感じたことを文書提出している。
日ごろのケアの中でのグレーゾーンに
ついて意識し、些細なことも相談・周
知・家族への報告を行っている。

8

認知症高齢者の人権を守るケアを、自
分たちが実践するために、必要な考え
方や倫理観について学ぶ機会を設けて
いる。人権擁護に関する制度（自立支
援事業・成年後見制度）について学ぶ
とともに、必要に応じ社会福祉士に相
談を行っている。入居者一人ひとりの
尊厳とは何か？尊厳が守られているの
か？を問いながらケアを行っている。

9

「運営規定」「重要事項説明書」に基
づき契約時の説明を行っている。電話
やメールを使い、疑問・要望には即返
答するようにしているとともに、感染
対策のために新たに加わった制限など
も、理解して頂けるように説明を行っ
ている。たくさんご家族に話してもら
う事、聞きやすい雰囲気を作り、即対
応することをモットーにしている。

10 6

御家族に対しては、契約・面談・電話を受
けた時には、「聞きたいことはありません
か？」と常に一言説明を加えるようにし、
家族が言葉を発しやすい雰囲気を作るなど
を心掛けている。意見の内容に対しては、
必ず対応し結果を報告している。面会がで
きない分、家族と入居者のビデオレターや
ズームでの面会、離れた場所で姿を見てい
ただくなどの取り組みを行い生活の様子を
伝えている。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

11 7

月１回のケアミーティングやユニット
会議の際に意見を求め・改善策を提示
するようにしている。職員の面接を適
宜行うことで、運営に関する意見要望
を引き出すようにしている。何より
も、平素の人間関係を大切にしてかか
わっている。

12

月２回のリーダー会議を行い、職員一
人一人の勤務状況や問題点などを話し
合っている。職員個人の事情に配慮し
たり、それぞれの能力を発揮して仕事
ができる様に努めている。職員同士の
関係性を良好に保てるように介入する
こともある。向上心・やりがいのある
職場作りを意識して関わるようにして
いる。

13

新任職員については、指導者を決めて
いるが、管理者と一体になって「みん
なで育てる」をモットーに情報交換を
行いながら、できるを伸ばす指導を心
がけている。職員の力量に合わせた指
導方法を、指導者が模索することを奨
励している。

14

新型コロナウイルス感染症の対策のた
め、同業者との情報交換・交流は直接
には不可能な状況である。必要に応じ
て、メールや電話でのやり取りとなっ
ている。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

新規ご利用開始の際には、人的物的環
境に慣れていただく事、入居者がさみ
しさや、取り残された気分や、不安に
ならないことを目標にし、親切で優し
い対応、本人のペースに沿った生活、
自分らしく過ごせる雰囲気作りを最優
先している。積極的に御家族とも情報
交換を行い協力を得ている。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

16

利用開始時に、御家族の心境を把握
し、困惑している所、不安・不明確な
点を解決するとともに、十分に話を聞
き、入居者との関係性を理解すること
で、何でも相談でき、言える関係を作
り、信頼関係を結ぶ。家族の話を遮ら
ないで聞くことを徹底して行い、気持
ちを感じ、伝えるようにしている。

17

利用開始、初期に必要なサービスは
様々であるが、グループホーム入居で
は、他のサービス利用では、医療に関
する事、福祉用具に関する事などがあ
げられる。初期の段階ではできる限り
情報収取に努めアセスメントを行い健
康状態・ＡＤＬの維持向上など、本
人・ご家族の希望されるサービスに対
応できるよう努めている。

18

御利用者を、１人の生活者としてとら
え、日々の暮らしが入居者の暮らしと
して時間が流れるように、ともに日常
生活の様々な事（洗濯・掃除・洗い
物・散歩・衣類のかたずけ・趣味の時
間）を行い、満足感が味わえる環境に
する。

19

職員は家族には成り代われない。コロ
ナ下ではあるが、御家族は「会えない
ので顔を忘れてしまうのではないか」
と不安を口にされることが多い。ご家
族の話題での会話、写真、ビデオレ
ター、遠目の面会などを取り入れ家族
との連絡を密にし、入居者との関係性
が希薄にならないようにする。

20 8

誰にとっても、大切な場所や人がい
る。既に存在しなくなっている場合も
ある。コロナ感染対策の為に、面会で
きない状況が続く中、少しでも家族や
なじみの場所との関係性が続くよう
に、工夫をしている。手紙や贈り物が
届いた場合には、電話で会話をするな
ど行っている。

18 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

21

フロア内での利用者様の関係作りは
日々行っている。会話が弾み楽しそう
に笑いが起きる場面や、唱歌や童謡を
誰ともなく歌われ大合唱になることも
ある。スタッフが、コミュニケーショ
ンを図りながら雰囲気作りを行ってい
る。

22

契約終了後も挨拶状を送ったり、写真
を送ったりしている。家族からも現状
の経過、電話等があり、施設を離れて
も関係作りは大切にしている。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

お一人お一人の人生を、出来るだけご
本人御家族から教えてもらい、本人の
希望や意向を把握するようにしてい
る。ご本人の考え方や、経歴から今ど
のように過ごしたいのかを想像して、
チームで共有し、ケアに生かすように
する。職員ではなく、本人だったらど
う考えるかを問い合うようにしてい
る。

24

ライフスタイルヒストリーをもとに、
本人・家族の若い頃の写真や、普段の
お話から生活歴を知り、ご本人と会話
の中で経歴やそれに対する本人の感情
を知るとともに、職員同士で情報共有
を行っている。

25

一人一人の体調やＡＤＬ、嗜好や生活
習慣を把握して、その人らしくマイ
ペースでの生活を送っていただけるよ
うに対応する。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

26 10

利用者のニーズに合わせて、本人・家
族・スタッフ間で意見交換・情報交換
を行いながら、利用者らしい生活を支
援できるように介護計画を作成してい
る。毎月担当職員がケアプランのモニ
タリングを行いケアの方向性を示し共
有している。

27

個別記録には、生活の様子や、体調な
どが把握できるように記録している。
変化があった場合や介護方法の変更な
どは、記録で共有できるようにしてい
る。チームで共通の記録を行い、統一
したケアを心がけている。毎月、計画
の実践を評価しモニタリングを共有し
ている。

28

感染対策が最優先での、施設生活の中
２ユニット間の行き来は行えている。
家族支援が一番難しくなっている現状
を踏まえて面会方法の工夫や、感染対
策下での外出・会食など取り組んでい
る。

29

新型コロナ感染症対策を最優先として
施設サービスを行わざるを得ない状況
であり、地域資源との協働は難しい状
況であるが、新緑ドライブ・花見・気
分転換ドライブ・散歩では施設外で季
節を感じリラックスするようにしてい
る。

30 11

かかりつけ選びは、御利用者の意思を
尊重して行っている。１８名の利用者
で、６か所のクリニックにかかってお
られる。往診での診療が多いが、緊急
時の連絡は取れるようになっており、
体調不良時の相談に応じてもらってい
る。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

31

週１回の訪問看護を受けている。日々
のバイタル測定は看護師が行うことが
多い。新型コロナ感染症の蔓延もあり
酸素濃度測定も行っている。介護と看
護の連携により、皮膚剥離の処置・ポ
ジショニングなどが行えている。

32

体調変化時の病院連絡・ご家族対応を
行っている。入院時の情報提供、病院
のソーシャルワーカーと連携し退院日
の決定・状態確認・受け入れ準備を
行っている。家族とともに、情報共有
をした上で早期退院できるようにして
いる。その際、家族の病状理解への助
言や退院後の施設生活のイメージ、不
安緩和に努めている。

33 12

重度化・終末期における対応の希望や
考えを御家族から情報を早めに得るよ
うにしている。普段の御家族との関係
をより良いものにし、家族の希望を知
り当施設でできる介護を十分に説明理
解を得るように心が下ている。

34

急変、誤嚥窒息、転倒転落に加え新型
コロナ感染症感染対策などの研修を開
催している。参加できない場合には、
読み合わせや、感想を述べ合うことで
理解を深めている。

35 13

地域との「災害時協力体制」を締結し
協力体制を整えている。消防訓練は年
２回行っている。災害時の備品・食料
の点検や、連絡網の確認などを定期的
に行っている。

21 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

38

職員は、利用者全員の様子を把握しな
がら、一人一人との関わりを持つよう
にしている。しっかり話を聞いたり、
楽しい会話をしたりすることで、その
人らしさが出せるものである。入浴は
個別対応となるので、ゆっくりと話を
聞いている。業務優先ではなく、手を
止めて利用者の言葉に耳を傾けるよう
にしている。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

利用者は、名字に○○さんと呼ぶ。あ
だ名やちゃんずけでは呼ばないように
徹底する。排泄介助時には、ドアを必
ず閉めておく。入室時にはノック、本
人に断って入室するなどを行う。不安
な訴えや記憶錯誤などにも否定や指摘
ではなく、傾聴の姿勢を常に持ち優し
く親切に対応するようにして尊厳を傷
つけない対応をする。

40 15

食事は、人にとって最も身近な楽しみ
と言える。また、準備や片付けに関わ
るのも役割を果たしたり、役に立つと
いう実感を持てるチャンスであるの
で、毎回茶わんふきなどを利用者と一
緒に行うようにしている。季節や行事
に応じた食事、誕生日のケーキ、季節
の果物などを楽しむようにしている。

37

ささやかな事であっても、ご本人の気
持や希望を表出できるような問いかけ
や関係の構築をするように注意してい
る。職員主導で時間が流れないよう
に、配慮する。日々のケアの中で、利
用者の希望の表出ができる様な声かけ
について、ミーティングで話し合いを
持っている。

39

朝の整容・整髪時にお化粧をされる方
もおられるので対応している。理美容
サービスを入れ、白髪染めやパーマを
定期的に行っている。また、衣類の選
択は本人の意向を尊重するようにして
いる。髭剃りも毎日行うようにしてい
る。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

42

食後の口腔衛生・ケアを行い、問題が
生じた場合には歯科に相談を行ってい
る。義歯管理や口腔内の観察を習慣的
に行っている。口臭がきつい方は、主
治医に相談したこともある。

44

個々の排便習慣を知り、体を動かすこ
とや、水分・乳製品の摂取・食事の工
夫などを行っている。看護師による腸
蠕動確認や直腸内の便の確認を行い対
応している。

41

食事量のチェックは全員行っている。
必要に応じて、体重測定、細かな摂取
量の把握、水分摂取量把握を行ってい
る。貧血・栄養状態を見ながら、栄養
補助食品、嚥下障害に対応した食事内
容などを工夫し、楽しむ食事、栄養満
点の食事を用意している。

43 16

排泄は一人一人チェックを行ってい
る。排泄行為時の転倒予防や安全確保
には十分に配慮し環境を整えている。
介護５の方も、ポータブルトイレを使
用し座っての排便を行っている。解説
パターンを知り、排泄行動の転倒リス
クを低減したことで、リハパンから布
パンツに移行できたケースがあった。
排泄習慣を把握し、自立支援を行って
いる。

45 17

状態により、個浴・機械浴を選択して
いる。入浴は最高のリラックスタイム
になる、職員とも個別でのかかわりを
ゆっくり持てる時間にもなっている。
入浴に拒否的な方には、なじみの関係
作りや複数人でのかかわりの持ち方な
どの工夫をしている。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

46

一人一人の年齢・体調・精神状態に合
わせて、休息を取ってもらうようにし
ている。夜間の覚醒には、お付き合い
をして、気持ちよく再入眠できるよう
に関わっている。睡眠パターンを知
り、共有しケアに生かしている。

48

日々の生活リズムを整え、役割を持っ
てもらうようにしている。（洗濯も
の、食器など）誕生会、花見ドライ
ブ、息抜き散歩・ドライブ、敬老会な
どお楽しみはその日だけでなく準備段
階から、利用者を巻き込んでワクワク
してもら得るように工夫をしている。

50

現在は、新型コロナ感染対策のため、
御家族との外出、職員との買い物など
は一切行っていない。ワクチン接種も
済み、コロナ対策が緩和されたら行い
たいと思う。

47

内服薬の内容、使用目的などを共有す
るようにしている。不穏や不安には薬
に頼るだけでなく、対応を検討する。
浮腫や高血圧、徐脈など主治医と連絡
を取り情報提供しながら内服薬のコン
トロールを行い、体調を整える。服薬
ミスが無いように、ルール化して確認
を怠らない介助を行っている。

49 18
日常的な外出は、新型コロナ感染対策
下では難しいが、敷地内で戸外を歩い
たりして気分転換を図っている。
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項　目（アルペンローゼ・エーデルワイス） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

52 19

明るくなったらカーテンを開け、ご自
身で天気が確認できるようにしてい
る。午前中の日差しを使って日向ぼっ
こを取り入れている。季節の花（アジ
サイ・彼岸花・カーネーション）を飾
ることで季節感を出している。カウン
ターを使ってお茶をしたり、ソファを
置いて休憩できるようにしている。

54 20

居室の家具は持ち込んで頂き慣れ親し
んだものを使ってもらっている。家族
の写真などを置いたり、自分の習字な
どの作品を飾っている方もある。転倒
リスクが最低限となり、ご本人が安心
できる空間を提供できる様にしてい
る。

51

新型コロナ感染対策のため、面会が一
切できず、外出もままならない日々で
ある。電話やビデオレター、などを使
い御家族との交流を行っている。差し
入れを持ってこられた時に、離れた距
離で姿を見ていただくなども行って、
顔を見てもらう機会を作っている。

55

施設内はバリアフリーでで、ベットや
家具・椅子などのレイアウトは自由に
決める事が出来るようにしてある。利
用者の身体状況に応じた快適な空間作
りを行う。居室内では、自分なりに自
由に過ごしていただくようにしてい
る。

53

共用空間での、テーブルの配置で、仲
のいい方が談笑できるように、また、
トラブルが発生しにくくなるように工
夫をしている。カウンターやソファー
など遠慮なく利用してもらえるように
声をかけている。
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✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

Ⅴ  アウトカム項目（アルペンローゼ） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

56 職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59 利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

ん。；うｙ６

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61 利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63
職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない



✓

✓

✓

✓

✓

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどない

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

66 職員は，活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

④ほとんどできていない



（様式２）

事業所名 IGLグループホーム西風新都

作成日

【目標達成計画】

1 3

2 36

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

感染症のために運営推
進会議を縮小してお
り、外部の方に参加し
ていただけ図、意見交
換ができない。

運営推進会議に参加さ
れていた方々の意見を
頂き、当方の介護サー
ビスに活かしていく。

運営推進会議の内容送
付とともに、ご意見・
感想を頂けるように
し、返信内容を職員で
共有する。

１年間

入居者に対してニック
ネームや「お母さん」
と呼んでしまうことが
ある。

利用者に対する尊敬の
気持や、接遇などの態
度の表れとして名前で
呼ぶようにする。

日常の中での意識付け
毎月のケアミーティン
グで確認する。

１年間

２  目標達成計画

令和3年11月24日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


